
税
年
金
貯
蓄
限
度
額
変
更
申
告
書

」
に
、「
法
第
四
条
の
三
第
四
項
第
三
号

法
第
四
条
の
二
第
四
項
第
三
号

」
を

「
法
第
四
条
の
三
第
四
項
第
三
号

財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
限
度

額
変
更
申
告
書

法
第
四
条
の
二
第
四
項
第
三
号

財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
限
度
額
変
更
申
告

書

」
に
改
め
、
同
表
第
二
条
の
十
五
の
項
中
「
第
二
条
の
十
九
」
を
「
第
二
条
の
十
九
第
一
項
」
に
改
め
、
同

表
第
二
条
の
十
八
第
一
項
の
項
中
「
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
及
び
」
に
、「
者
を
除
く
」
を「
者
を
除
く
。」に
、「
次
条
」

を
「
次
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
第
二
条
の
十
八
第
三
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
条
の
十
八
第
四

項
及
び
第
六
項

財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
に

関
す
る
異
動
申
告
書

財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
に
関
す
る
異
動
申
告

書

第
二
条
の
三
十
一
の
表
第
二
条
の
十
九
の
項
中
「
第
二
条
の
十
九
」
を
「
第
二
条
の
十
九
第
一
項
」
に
、「
除
く
」

を
「
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
条
の
十
九
第
二

項
及
び
第
四
項

財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
の

勤
務
先
異
動
申
告
書

財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
の
勤
務
先
異
動
申
告

書

第
二
条
の
三
十
一
の
表
第
二
条
の
二
十
五
第
二
項
の
項
中
「
第
二
条
の
十
九
」
を
「
第
二
条
の
十
九
第
一
項
」
に

改
め
、
同
表
第
二
条
の
二
十
五
第
四
項
の
項
中
「
又
は
退
職
等
に
関
す
る
通
知
書
若
し
く
は
次
条
」
を
「
、
第
二
条

の
十
八
第
四
項
若
し
く
は
第
二
条
の
十
九
第
二
項
の
書
類
又
は
退
職
等
に
関
す
る
通
知
書
若
し
く
は
次
条
」
に
、「
又

は
退
職
等
に
関
す
る
通
知
書
若
し
く
は
第
二
条
の
三
十
一
」
を
「
、
第
二
条
の
三
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条

の
十
八
第
四
項
若
し
く
は
第
二
条
の
十
九
第
二
項
の
書
類
又
は
退
職
等
に
関
す
る
通
知
書
若
し
く
は
第
二
条
の
三

十
一
」
に
改
め
、
同
表
第
二
条
の
二
十
五
第
六
項
の
項
中
「
第
二
条
の
十
九
第
二
号
」
を
「
第
二
条
の
十
九
第
一

「
第
二
条
の
十
二
第
二
項

第
二
条
の
三
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
十

二
第
二
項

」
を

第
二
条
の
十
二
第
二
項

第
二
条
の
十
八
第
四
項

第
二
条
の
三
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
十

二
第
二
項

第
二
条
の
三
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
十

八
第
四
項

」
に
改
め
る
。

項
第
二
号
」
に
、

「

令和年月日 水曜日 (号外特第号)官 報

第
二
条
の
三
十
二
第
三
項
中
「
の
長
」
を
削
る
。

第
二
条
の
三
十
三
中
「
財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
申
込
書
」
の
下
に
「
、
財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
限
度
額

変
更
申
告
書
」
を
加
え
、「
第
二
条
の
十
四
第
一
項
、」を
削
り
、「
第
二
条
の
十
九
」
を
「
第
二
条
の
十
九
第
一
項
」
に

改
め
、「
財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
限
度
額
変
更
申
告
書
、」を
削
る
。

第
二
条
の
三
十
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
財
産
形
成
非
課
税
申
込
書
等
の
提
出
の
特
例
）

第
二
条
の
三
十
三
の
二

法
第
四
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
と

す
る
。

一

法
第
四
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
労
者
（
次
号
、
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
勤
労
者
」
と

い
う
。）が
行
う
電
磁
的
方
法（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
方
法
を
い
う
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

に
よ
る
記
載
事
項
（
同
項
に
規
定
す
る
記
載
事
項
を
い
う
。
以
下
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）の
提
供
を
適

正
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

３

法
第
四
条
の
三
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。

一

法
第
四
条
の
三
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
事
務
実
施
勤
務
先
（
次
号
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
事
務
実
施
勤

務
先
」
と
い
う
。）の
長
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務
代
行
先
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
事
務
代
行
先
」

と
い
う
。）の
長
が
行
う
電
磁
的
方
法
に
よ
る
記
載
事
項
の
提
供
を
適
正
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講
じ

て
い
る
こ
と
。

二

法
第
四
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
を
受
け
た
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
提
供
を
し
た
事
務

実
施
勤
務
先
の
長
又
は
事
務
代
行
先
の
長
を
特
定
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

三

法
第
四
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
を
受
け
た
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
電
子
計
算
機
の
映
像
面

へ
の
表
示
及
び
書
面
へ
の
出
力
を
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

４

勤
労
者
は
、
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
申
告
書
又
は
財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
申
告
書
の
提
出
の
際
に
経

由
す
べ
き
勤
務
先
に
対
し
、
法
第
四
条
の
三
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
書
類
に
記
載
さ
れ
る

べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
と
き
は
、
当
該
書
類
に
記
載
さ
れ
る
べ
き
事
項
が
記
録
さ
れ
た
電
磁

的
記
録
を
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
申
告
書
又
は
財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
と

併
せ
て
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

勤
労
者
は
、
法
第
四
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
限
度
額
変
更
申
告
書
又

は
財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
限
度
額
変
更
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
提
供
と
併
せ
て
、
第
二
条
の
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
同
条
第

一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
金
額
を
証
す
る
書
類
又
は
第
二
条
の
三
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
十
四
第
二
項

に
規
定
す
る
同
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
金
額
を
証
す
る
書
類
の
第
二
条
の
十
四
第
二
項
又
は
第
二
条
の
三
十

一
に
お
い
て
準
用
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
に
代
え
て
、
そ
の
勤
務
先
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
さ

れ
る
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
勤
労
者
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
り
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
限
度
額
変
更
申
告
書
又
は
財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
限
度
額

変
更
申
告
書
に
こ
れ
ら
の
書
類
を
添
付
し
て
、
提
出
し
た
も
の
と
み
な
す
。

６

前
項
の
規
定
は
、
委
託
勤
務
先
の
長
が
法
第
四
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯

蓄
限
度
額
変
更
申
告
書
若
し
く
は
財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
限
度
額
変
更
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁

的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
場
合
又
は
事
務
実
施
勤
務
先
の
長
若
し
く
は
事
務
代
行
先
の
長
が
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
限
度
額
変
更
申
告
書
若
し
く
は
財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
限
度
額
変
更
申

告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

二

法
第
四
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
を
受
け
た
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
提
供
を
し
た
勤
労

者
を
特
定
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

三

法
第
四
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
を
受
け
た
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
電
子
計
算
機
の
映
像
面

へ
の
表
示
及
び
書
面
へ
の
出
力
を
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

２

法
第
四
条
の
三
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。

一

法
第
四
条
の
三
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
委
託
勤
務
先
（
次
号
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
委
託
勤
務
先
」
と

い
う
。）の
長
が
行
う
電
磁
的
方
法
に
よ
る
記
載
事
項
の
提
供
を
適
正
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講
じ
て

い
る
こ
と
。

二

法
第
四
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
を
受
け
た
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
提
供
を
し
た
委
託

勤
務
先
の
長
を
特
定
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

三

法
第
四
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
を
受
け
た
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
電
子
計
算
機
の
映
像
面

へ
の
表
示
及
び
書
面
へ
の
出
力
を
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。
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